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デイキャンプが無事に終わり、ついに一学期も最終日。あっという間の一学期で、始園の日が
つい先日の出来事かのように感じています。デイキャンプを終えてから、翌週には七夕飾りを
作ったり、短冊に書く願い事も考えました！ 一人一人願い事がとても可愛らしく、微笑ましく
思いながら笹の葉に結びました。園のInstagramの方にも掲載しましたので、ご覧いただける
と幸いです♪
本格的な暑さになってきましたので、体調が守られ、充実した夏休みとなりますように。２学
期の始園の日、元気な子どもたちに会えることを楽しみにしております♪

デイキャンプ！！！
ついに待ちに待ったデイキャンプ！何日も前から話し合って係を決めて、当日に向けてたくさんの準備を行いました。
お買物係、ホールの飾りつけ係、材料係、夕食の挨拶係、レク係、帰りの挨拶係、の６つの係の中で、どれを担
当したいか話し合って決めました。
お買物係さんは、誰が何を買うか、お金を支払うかを決め、デイキャンプの数日前に関西スーパーへお買物に♪
たくさんの野菜やお水を買って帰ってきました。
ホールの飾りつけ係さんは、折り紙などで飾りたいものをたくさん作り、前日に貼りに行きました！ また、全員に
少しでもデイキャンプに期待をもって携わってほしい気持ちがあり、ホールの飾りの１つとして、クラスの皆で絵の具を
使って、模造紙に絵を描きました キャンプファイアーや、夕焼けの空、花火など、デイキャンプですることを考えた
絵を描く子がたくさんいて、飾られたホールはとても素敵な空間になりました♪
材料係は、皆で掘ったじゃがいもを洗ったり、にんじんを収穫しに行ったり、当日にカレーのルーと、合いびき肉をお
台所さんに取りに行きました！
夕食の挨拶係さんは、カレーライスの手遊びを係の子たちで集まって考え、夕食の前に舞台の上に立って行いま
した また、「カレーありますか」などの確認をして、食べ始めました！
こひつじ１組のレク係さんは、キャンプファイアーの際に、チェッチェッコリを踊りました！自分たちでワンフレーズ分の
踊りを考え、何度も練習し、当日も堂々と皆の前で踊っていました
帰りの挨拶係さんは、降園前に３クラスの前に出て、今日１日の感想を一人ずつマイクでお話し、さよならあん
ころもちをして降園しました♪
１日の流れとしては、カレーを作り、水遊びをして、ホールで先生たちの大きなカブの劇を見て、カレーを食べ、キャ
ンプファイアーを見ながら礼拝やレクを楽しみ、お部屋に戻ってリンゴジュースで乾杯！ 思い切り楽しんだ子どもた
ちに、一人一人メダルを掛けていき、最後は念願の花火を見て降園しました。暗い中見た花火に子どもたちは感
動し、翌週描いた絵のお話『デイキャンプのおもいで』では、圧倒的に花火のシーンを描く子が多かったです♪
夜遅くまで園に残ることは、きっともう二度とないかもしれない、一生に一度きりの特別な経験を楽しんだ子どもた
ちでした！

羽を見つけたよ！
ある日、森で鳥の羽を見つけた子がいました。「これをみん
なに紹介したい！」との発言からクラスに持ち帰ることに。「こ
れ、そらとぶでんしゃの羽と同じ‟羽“だね」と私が話したのです
が、そんな一日をきっかけに、子どもたちは少しずつ羽に興味
を持つようになってきました。時には、家の近くや公園で見つ
けたと、拾った羽を持ってきてくれる子も♪
そのため、鳥の図鑑を用意したところ、「この羽はどの鳥さん
のやろ……？」と見比べる子もいました。
また、『ぼくのつばさ』という絵本を読んだところ、その中に出
てきた虹色の羽を持つ男の子に皆非常に惹き込まれる姿が
あった為、「皆はどんな羽が欲しい？」と聞いたところ、「虹色
の羽！」「金色の羽！」「ハートの羽！」など、たくさんのアイデ
アが出てきました。
そのため、一人一人の写真をトリミングして印刷した紙を用
意し、『ぼく・わたしのはね』を色鉛筆で描いてみることに！
一人一人とても素敵な羽が完成しました
「じゃあ、もしこんな羽が生えたら、みんなはどこに行きた

い？」という問いを投げると、子どもたちは「空の上に行きた
い！」「ハワイに行きたい！」「ゲームセンターに行きたい！」
「宇宙に行きたい！」「動物園に行きたい！」など、たくさんの
声が！
２学期は、ここからどのように進んでいくか、また子どもたちと
の対話の時間を深められることを楽しみにしています その
ため、『ぼく・わたしのはね』は引き続きお部屋に掲示し、２学
期にお持ち帰りを予定していますので、お知りおきください。

そらとぶでんしゃ
ありがとう～！！
電車が完成して約２か月。子ど
もたちは毎日のように中に入って
遊ぶことを楽しんでいました。壊れ
てしまうこともありましたが、その度
に修理し、何とか保持していました。
しかし、それも長くは続かず、修復
不可能なほどになりました。子ども
たちも、起こすことすらままならない
電車を見て、「もう直せへん……」
との声が。そのため、皆で解体し、
お別れすることにしました。十分に
遊び込んでいたので、子どもたちも
満足していたのか、段ボールカッ
ターで小さくしていくことも楽しんで
いる姿がありました♪
また、床に貼っていたビニール
テープの線路も、少しずつはがれて
きていたため、これを機に外しまし
た。
皆で話し合い、担当も決めなが
ら協力して作り上げ、限界まで遊
び込んだそらとぶでんしゃ。子どもた
ちの中にきっと残り続ける思い出に
なっていたら嬉しく思います

今月の讃美歌・歌
♪しずかにしずかに
♪１２の星座

クラスの取り組み
食事について...
★お皿に手を添えて食べる
★姿勢を正して食べる
★お箸の持ち方の確認
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